
平成２７年度第２回市民と議会のつどい（議会報告会）実施報告書 

開催日時  平成２７年１１月１４日（土）午前９時３０分 ～午前１１時３２分 

開催場所  市役所住民活動スペース 

担当議員  

班代表者 西山 幸千子 

司 会 者 西岡 政治 

報 告 者 森本 隆 

記 録 者 山本 和延・西山 幸千子 

班    員 
（上記以外） 

酒井 弘一・炭本 範子・森本 茂 

 一般参加者数          １４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な質疑  

・意見等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：核兵器全面禁止の意見書は全会一致で出すべきものだ。反対した議

員の考えは。合併前から続いて、市は非核平和都市宣言をしており

残念だ。 

Ａ：核兵器の使用には反対だが、大国が核抑止力を認めていることを勘

案し、全面的に賛成はしかねる。意見書は可決したので、市議会と

しては政府へ意見書を提出している。 

 

Ｑ：合併後１０年を迎えようとしている。議会として合併時の理念や合

併の評価をすべきでは。 

Ａ：これまでも市長に対し合併検証をするように言っている。議会とし

ても取り組むべきとの意見は全協で報告し、考えたい。 

 

Ｑ：それぞれの地域をつなぐ交通アクセスが改善されていない。地方創

生が言われているが、合併時の理念を踏まえて検討して欲しい。 

Ａ：議会としても合併検証をしていきたい。「まち・ひと・しごと」や、

合併時の理念も含め検討する。 

 

Ｑ：一般質問で取り上げた南加茂台の焼却場の跡地利用について、部長

の答弁に誤解がある。旧町時代に交わした協定書を議員も職員も認

識していないのか。 

Ａ：一般質問の中では協定書の議論はしていない。協定書の存在も含め、

確認する。 

Ａ：協定書の存在は個人的には知っている。議会だよりの中ではスペー

スの関係もあり、やりとりの詳細は書かれていない。詳細は本人に

確認願う。 

 

Ｑ：去年の報告会の中でのやり取りの内容に対する答えが議長名ではな

く委員長名であった。議長が命じたはず。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報公開で昨年のアスピアでの報告会の記録用ＣＤ－Ｒを入手した

が、改ざんし編集してあるのでは。メーカー名を知りたい。内容で

はなく、改ざんは新たな問題。 

Ａ：報告会を受けて委員会、議運で話し合った上で、委員会で出した結

論を伝えた。ＣＤ－Ｒの改ざんがあるのかは、調査し結果を伝える。 

Ａ：報告書は内容の要約であり、一言一句まで載せていない。各報告会

で出された意見は全協に報告し、議員全員の認識としている。 

 

Ｑ：府内市町村で文化財が２番目に多いのに、観光客数は１２か１３番

目である。観光客数の増加は財政面でも期待できる。観光協会の事

務所も駅前に設置すべき。 

Ａ：マチオモイ部が主になっているが、観光行政は遅れている。文化財

保護の整備も必要だ。 

Ａ：金額面もあるかもしれないが、駅前に必要だとの認識は、観光協会

自体も持っている。私たちもそう思っている。 

 

Ｑ：「耕作放棄地」は行政用語なのか。耕作して社会貢献をしてきたの

に、やむを得ない理由でできなくなったことを「放棄した」ように

聞こえる。冷たい言葉であり、配慮して欲しい。 

Ａ：行政用語であり、「やむを得ず耕作できずに放棄せざるを得ない土

地」と理解している。 

 

Ｑ：プレミアム商品券の他に何か施策はあるのか。 

Ａ：額・配布先を考え、地方創生の統一のメニューのプレミアム商品券

になった。 

 

Ｑ：宇治市の認知症対策のパンフレット配布は市民のみとされた。 

Ａ：市は情報公開を進めていると思うが、気をつけていきたい。 

 

Ｑ：水道事業会計は資本的収支が３億円に近い赤字では。 

Ａ：学研区域（城山台）の建設が進んでいて投資のため。 

 

Ｑ：政務活動費で他市のような問題はないのか。 

Ａ：会派所属議員は月１万円、無会派議員は月７千円。年に一度報告を

して、結果を議会だよりに載せている。領収書など詳細は事務局に

あり、監査も受けており問題はない。 

 

Ｑ：議会報告会には女性の参加が少ないが、市民は若い女性の比率が高

い。もっと参加しやすくして、女性の意見を施策に反映できないか。 

Ａ：女性が参加するには、子どもがいたら見てくれる家族の協力が必要。

そのために社会全体の仕組みも進んで欲しい。 

  年齢などを問わず、参加してもらえるようもっと発信を強めたい。 

 

Ｑ：住民参加を促す「自治基本条例」が必要。調査の上進めて欲しい。 

Ａ：条例は市民に対しての約束が大切であり、議会側としても市に働き



 

 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

 

 

かけたい。 

 

Ｑ：府の環境税について、議会として賛否の意見書を出す考えは。 

Ａ：１２月府議会に出るようで、趣旨は理解できるが本来は国の仕事。 

Ａ：鹿背山の保全に使いたい。 

全協で報告して考える。 

 

質問・要望 

 等で行政側

へ報告すべ 

き内容 

 観光客誘致を進めるべき 

 ・観光案内看板が少ない。外国語でも案内すべき。 

 ・トイレや休憩所が少ない。 

 

 新市営墓地について 

 ・区画をもう少し考えてはどうか、使用期限を決めるべきでは、等 

 

 ジェネリック医薬品について 

 ・職員ももっと勉強すべき 

そ の 他 

特記事項  

 

 

 

  上記のとおり、報告します。 

 

平成２７年１１月２７日 

 

木津川市議会議長  倉 克伊 様 

 

           平成２７年第２回議会報告会  

 

第１班 代表者  西山 幸千子  ㊞ 

 



 


